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新潟県室野泥火山における重力異常と最近半年間の地盤上下変動
Vertical movement during recent half year and gravity anomaly in the Murono mud vol-
cano, Niigata, Japan
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新潟県十日町市松代室野に位置する泥火山 (以下では，単に，室野泥火山とよぶ)は，近隣の比較的大きな地震の度に
激しい地盤の上下変動を生じることが知られている。しかしながら，地震間地盤上下変動は知られていない。本研究で
は，水準測量による，室野泥火山の地震間変動観測を実施した。また，地下の密度構造を知り，地盤変動と地下構造の
関係を知るために，水準測量を実施する点上で重力探査を実施し，ブーゲー重力異常を求めた。
室野泥火山は，100m× 70m程度の規模の小さな泥火山であり，現在もガスや泥水を活発に噴出している。我々は，こ

の泥火山領域に数m～20m間隔で 61点の水準点を設け，2012年 6月，7月，10月，11月，12月の 5回，水準測量を実
施した。水準測量にはデジタルレベルを用い，各水準測量での標高値は網平均によって求められた。各測量での決定誤
差は，概ね 1.96mm/kmであった。この半年間の水準測量から，室野泥火山は最大で 26mmの隆起と 14mmの沈降が観測
された。今回の観測で検出された隆起域は，これまでの地震活動の際に生じた隆起域とほぼ同じ場所であった。
室野泥火山で観測された重力異常は，ブーゲー密度を 2400kg/m3と仮定したとき，-8.5mGalの重力異常値をもつ。大

きな隆起や沈降が観測される領域は，特に低重力異常となっており，地下浅部に低密度層の存在が示唆される。我々は，
地下浅部低密度層として，泥水層或いはそれに近いものを考えている。
低重力異常部と上下変位の大きな領域がほぼ一致することから，この低密度層内の過剰圧変化が地表面の上下変動を

起こしていると推察される。しかしながら，このことを明らかにするには，もうしばらく観測を続けて行く必要がある
と思われる。また，高さ変化だけでなく，精密重力計測を繰り返すことで，地下構造の変化を計測していく必要もある
かと思われる。
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